
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、 
 

 

 
 全私研終了後、東北、中国、北陸、そして九州：佐賀でブロックキャラバン（対県要請行動）が、取り組まれました。折しも感染状況が拡大したた

め、「オンラインで」と制限をつけられた県もありましたが、各ブロック代表者が乗り入れて有効な対県要請となりました。岩手では、5 紙が報道し

ました。 

 8月4日、東北ブロックは、国基準を下回った経常費助成の拡充と県単補助の対象層拡大が必要な岩手と、年収590万円以上世帯への県単補

助がない秋田の2県へ6県の代表者と全国私教連とともに要請行動を行いました。 

 岩手では、コロナ禍のためとして20分に時間を限定されましたが、参加県の代表者全員が発言。前日90分間対応してもらった山形の様子な

どを告げ、こちらの要求を強く打ち出しました。 

 移動後の秋田でも、東北他県の状況を提示しつつ要請し、「年収590万円以上世帯については検討している」という回答を引き出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
全全国国私私私私学学助助成成ををすすすすめめるる会会((事事務務局局：：全全国国私私立立学学校校教教職職員員組組合合連連合合))  

No.6  2022年8月12日（金） 

 

 

 

2022年8月5日 

岩手日日新聞 

2022年8月5日 

盛岡タイムス 

2022年8月5日 

岩手日報 


